
第２学年 保健体育科学習指導案 (日南振徳高等学校)

平成２７年１０月２３日 金曜日 ２校時
第２学年経営情報 39名(男子 14名、女子 25名)
場 所 視聴覚室
指 導 者 川崎 真琴 T1 森山 良子 T2

１ 単元名 保健 「生涯の各段階における健康（思春期と健康）」

２ 単元の目標 （第２学年）
（１）生涯の各段階における健康について、資料を探したり、見たり、読んだりしながら課題解

決に向けた意見交換などの学習活動に意欲的に取り組むことができるようにする。
（関心・意欲・態度）

（２）生涯の各段階における健康について、資料等で調べたことを基に課題を整理したり、学習
したことを、個人及び社会生活や事例と比較したり、分類したりするなどし、筋道を立てて
それらを説明することができるようにする。

（思考・判断）

（３）生涯にわたって健康を保持増進するには、生涯の各段階の健康課題に応じた自己の健康管
理及び環境づくりがかかわっていることを、心身の発達や健康状態などについて理解したこ
とを発言したり、記述したりすることができる。

（知識・理解）

３ 単元の評価規準（第２学年）

関心・意欲・態度 思考・判断 知識・理解

単 生涯の各段階における健康 生涯の各段階における健康に 生涯にわたって健康を保持増
元 について、資料を探したり、 ついて、資料等で調べたこと 進するには、生涯の各段階の
の 見たり、読んだりしながら を基に課題を整理したり、学 の健康課題に応じた自己の健
評 課題解決に向けた意見交換 習したことを、個人及び社会 康管理及び環境づくりがかか
価 などの学習活動に意欲的に 生活や事例と比較したり、分 わっていることを、心身の発
規 取り組むことができるよう 類したりするなどし、筋道を 達や健康状態などについて理
準 にする。 立ててそれらを説明すること 解したことを発言したり、記

ができるようにする。 述することができる。

学 ①生涯の各段階における健 ①提示された情報を分類した ①思春期ににおける心身の健
習 康について、資料を探し り、整理したりし、グルー 康課題について特に性的成
活 たり、見たり、読んだり プ活動の中で互いの意見に 熟に伴い、心理面、行動面
動 しながら健康へのかかわ 対し、理解したり、自分た が変化することについて理
に りを確認するなどの学習 ちの生活や事例などと比較 解したことを発言したり、
即 活動に主体的に取り組も したりするなどして、筋道 記述したりしている。
し うとしている。 を立ててそれらを説明して
た いる。 ②性的成熟の伴う心理面、行
評 ②生涯の各段階における健 動面の変化に対応した自分
価 康について、グループで への行動の責任や異性尊重
基 の話し合いなどで意見を の態度、性に関する情報へ
準 交換したり、自分の考え の適切な対処について理解

を発表したりする活動を したことを発言したり、記
通して、学習活動に主体 述している。
的に取り組もうとしてい
る。 ③結婚生活について、心身の

発達や健康状態など保健の
立場から理解したことを発
言したり、記述している。

④結婚生活において、受精、
妊娠、出産それぞれの健康
課題や結婚生活を健康に過
ごすためには自他の健康へ
の責任感、人間関係、支援
および保健医療サービスの
活用が必要なことについて
理解したことを発言したり



記述している。

⑤家族計画や人工妊娠中絶に
ついて理解したことを、
発言したり記述したりしい
る。

⑥加齢に伴う心身の変化と中
高年期を健やかに過ごすた
めの、適切な健康習慣や自
己管理の重要性また、生き
がいを持って生活すること
や人間関係や地域交流が重
要であることなどについて
理解したことを発言した
り、記述したりしている。

⑦中高年の健康課題に対する
支援や高齢社会の到来に対
応した総合的な対策の必要
性について理解したことを
発言したり記述したりして
いる。

４ 指導観
（１）教材観

平成２０年の中央教育審議会答申において、新学習指導要領の改善の基本方針として、保
健については、「小・中・高等学校を通じて系統性のある指導ができるように、子どもたち
の発達の段階を踏まえて保健の内容の体系化を図る。」とある。小学校段階では、体育にお
いて、「異性への関心」を、中学校段階では、保健において「異性への尊重」を内容として
取り扱っている。高等学校段階では、大単元「生涯を通じる健康」の中単元「生涯の各段階
における健康」のなかの本単元である「性意識と性行動の選択」において学習内容の体系化
を具体的に図っていく。

思春期は性意識が大きく変化する時期であるとともに、様々な性情報への接触が増える時
期でもある。この時期の生徒に、異性との人間関係や性情報に対してどのようなことに配慮
した行動が必要なのか考えさせていきたい。

（２）生徒観
クラスの実態として、本教材導入前に行ったアンケートでは、保健学習が将来役立つと思

うと答えている生徒は９割を越え、積極的に取り組んでいるという項目も７割以上が取り組ん
でいると答えた。授業においては、理解度は高く、積極的に意見を発表したり、話し合いなど
のグループ演習を行う雰囲気が定着している。

異性については「気になる」、「異性と付き合いたい」。将来は結婚したいと回答した生徒が
７割近くおり、異性や将来の結婚についての関心は高いことがうかがえる。しかし、性の社会
問題については４割の生徒に関心の低い部分が見られる。

（３）学習を進めるに当たって
保健学習に興味・関心が高い生徒が多く、発表や話し合いの場面（言語活動の充実）におい

て積極的に話し合うことはできている。しかし、意見等の集約における能力が不足している現
状を踏まえて、グループ活動での意見の合意的形成と課題解決を積極的に進めたい。さらには、
知識の習得を重視した上で、知識を活用する学習活動を積極的に行うため、授業前アンケート
や学校の現状を活用しながら、専門性を有する養護教諭との TTで授業を進めていきたい。

また、日南串間支部における研究の一環としてまた、日南串間支部における研究の一環としてまた、日南串間支部における研究の一環としてまた、日南串間支部における研究の一環として、、、、「養護教諭のかかわり」をテーマに行って「養護教諭のかかわり」をテーマに行って「養護教諭のかかわり」をテーマに行って「養護教諭のかかわり」をテーマに行って
いる。授業のどの教材において養護教諭が関われば生徒が意欲的かつ内容が深まるのかを検いる。授業のどの教材において養護教諭が関われば生徒が意欲的かつ内容が深まるのかを検いる。授業のどの教材において養護教諭が関われば生徒が意欲的かつ内容が深まるのかを検いる。授業のどの教材において養護教諭が関われば生徒が意欲的かつ内容が深まるのかを検
証していきたい。証していきたい。証していきたい。証していきたい。



６ 本時の展開（２／７時間）
（１）思春期と健康②

（２）本時の目標
・生涯の各段階における健康について、グループでの話し合いなどで意見を交換したり、自

分の考えを発表したりする活動を通して、学習活動に主体的に取り組むことができる。
（関心・意欲・態度②）

・性的成熟に伴う心理面、行動面の変化に対応した自分への行動の責任や異性尊重の態度、
性に関する情報への適切な対処について理解したことを発言したり、記述したりすること
ができる。 （知識・理解②）

（３）展開

：ねらい ：学習内容 ：発問・指示など

時間 主な学習内容・学習活動 ○指導上の留意点 ◆評価

１．異性に対する性意識について整理する。
導 ・本時のグループを編成する。

・事前アンケートの結果を説明し、男女の性意
入 識の違いについて理解する。

５ 異性との交際に期待するものは何だろうか？

分 ○交際をする相手に望むことや一般
論として社会における男性・女性
像について確認させる。

性意識の違いによって起こるトラブルなどの問題点について考えよう。

２．教師（T1)の説明により、本時の学習のねら ○本時は、性意識の違いや異性の尊
いを把握する。 重などによって相手を傷つけてし

まうことがあることを伝える。
３．男女の性意識の違いをグループごとにまとめ、・グループでの意見や資料をもとに、

多かった意見を発表する。 男女の性意識の違いに着目するよ
・各グループから出た意見や資料について男女 うに促す。

間の性意識の差について理解を共有する。

男女の性意識の差の根本にあるものや性意識の
展 差によって問題とっていることなどを考えてみ

よう。
開

① ・各グループから出た意見についてまとめ、問 ○問題点や課題を板書し、理解を深
題点や課題を理解する。 めさせる。

20

・セクシャルハラスメントやストーカー行為な ○セクシャルハラスメントの意味や
分 どの社会問題や学校における高校生の性意識 ストーカー行為における法的処罰、

の違いについて教師（T2)の説明を聞き、理 デートＤＶ問題についても触れる。
解する。

◆関心・意欲・態度
思春期における性意識の違いや課
題、問題点をグループでの話し合
いなどで意見を交換したり、自分
の考えを発表したりする活動を通
して、学習に主体的に取り組んで
いる。

思春期における心理面、行動面の変化に対応して、自分の行動への責任感や異性を尊
重する態度が必要であること。



４．教師（T1)の説明を聞き、性に関する情報源
について考える。

高校生の持つ性に関する情報源（男女交際のあ
り方や性行動の方法、性体験の年齢など）はど
こから得た情報だろう。

展 ○出された意見について「情報源」
・グループ内で出された意見をまとめ、その情 の視点を持たせるように促します。

開 報源が確実なデータに基づくものであったか
を検討する。

②
・誤った性情報により、高校生の性に関する行

25 動が自分の意思に反してしまうことがあるこ
とについて考える

分
性に関する情報等への適切な対処が必要であること。

５．教師（T2)の説明を聞き、性に関する意思決
定・行動選択についてまとめる。

誤った性に関する意思決定・行動選択を確認し、
どのような対応をすればよいか「吹き出しに」
自分の対応策を記入してみよう。

・ケースカードをもとに、各自の視点を説明す ○性に関する意思決定・行動選択に
る。 よって相手を傷つけたり、相手や

自分自身の人生設計まで狂う可能
性があることなど助言する。

・ケースカードに記入し、グループ内で意見を ○これまでの学習内容や説明を踏ま
確認することにより、どのような対応が正し えて、各々でカード吹き出しに記
い性にかかわる意思決定・行動選択かの理解 入させる。
を共有する。

○交際するにあたっては、相手の人
格・立場を尊重してとらえること、
また、性にかんする意思決定・行
動選択によって人生に大きな影響
をあたえることを知識として定着
させる。

・教師（T1)のまとめを聞き、本時の学習内容
の整理をする。

・次時の予告を聞き、学習の見通しを持つ。

思春期における心理面、行動面の変化に対応して、自分の行動への責任感や異性を尊
重する態度が必要であること。


